
幹部会議議事概要 
【幹部会議】                                              

１ 日 時：令和６年８月 26 日（月）10 時 00 分～10 時 20 分 

 

２ 場 所：知事室 

 

３ 出席者：７名 

     玉城知事、照屋副知事、池田副知事、小川政策調整監、 

     知事公室長、総務部長、企画部長 

 

４ 内 容：  
 (1) 三役等日程について  
 （今週の主な日程） 
  26 日 政策会議（玉城知事、照屋副知事、池田副知事） 

  〃  表敬 自衛隊沖縄地方協力本部長（池田副知事） 

  27 日 那覇港管理組合議会８月定例会（玉城知事） 

  〃  要請 沖縄県社会福祉施策・予算対策協議会による令和７年度県福祉施策・予算に

ついて（要請者：沖縄県社会福祉施策・予算対策協議会）（照屋副知事） 

28 日 要請受 宿泊税の導入について（要請者：ツーリズム産業団体協議会） 

（池田副知事） 

  〃  表敬 在バヌアツ日本国大使（池田副知事） 

  29 日 要請受 沖縄県融資制度に係る要請について（要請者：沖縄県信用保証協会） 

（照屋副知事） 

  〃  要請受 中城湾港新港地区の振興について（要請者：中城湾港新地区協議会長、中城 

湾港開発推進協議会長・副会長）（池田副知事） 

  〃  要請 県内企業優先発注に関する要請（要請先：沖縄総合事務局長、沖縄防衛局） 

（池田副知事） 

  〃  沖縄県北部医療組合議会８月定例会（池田副知事） 

30 日 令和６年度沖縄県軍用地転用促進・基地問題協議会定期要請（玉城知事） 

  〃  差別のない社会づくり審議会答申手交（照屋副知事） 

  〃  表敬 海上自衛隊第５航空群司令（池田副知事） 

  〃  表敬 在大阪イタリア総領事（池田副知事） 

 

(2) 報告事項 
  ア 那覇市首里山川町における不発弾（250Kg 爆弾）の現地処理について 

（知事公室） 

 

 

 



(3) その他 

県政情報に係る発表事項等について（知事公室）  
 
５ 知事等発言  

なし 
 

                             以 上  



報告事項等 
                       所管部局：知事公室 

 
件名 

 

 
 那覇市首里山川町における不発弾（250Kg 爆弾）の現地処理 
について 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
内容 

 

 
【経緯・現状】 
・令和５年 12 月 12 日（火）午前９時 40 分頃に那覇市首里山川地
内の公共下水道（汚水）工事現場において、磁気探査を実施し
たところ、米国製 250Kg 爆弾１発が発見され、現地処理（信管
離脱による安全化）することとなった。 

 
・那覇市によるとライナープレートを使用した強固な処理壕を構
築し避難半径と 283ｍとした。（市民の安全や経済活動の面を
考慮し強固な処理壕構築を構築。簡易な処理壕構築による避難
半径は 700ｍ。） 

 
・不発弾発見箇所周辺が市街地（住宅街）であり、道路が狭隘で
急こう配となっているなど特異な状況であることから、処理豪
構築にかかる施工方法の検討に期間を要した。 

 
・令和６年８月 16 日（金）不発弾処理対策協議会の開催により、
処理日を令和６年９月 29 日（日）と決定。（予備日 10／6） 

 
・10:00 処理開始（予定）14:00 処理終了予定 
 
・避難対象 一般世帯約 470 世帯、事業所：約 80 事業所、 
避難対象者約 1,400 名。 

 
・交通規制に伴う路線バスの迂回：９系統、81 運行が迂回。 
 
 
【課題】 
・不発弾発見箇所は市街地（住宅街）で道路が狭隘で急こう配と
なっている特異な状況であることや、発見された不発弾が大型
（250Kg 爆弾）であることから、処理作業に時間を要する見込
み。 

 
・市街地（住宅街）での不発弾処理であることや、処理時間が長
時間にわたる  

 
 
【県の対応等】 
・防災危機管理課職員が現地対策本部待機。 
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